
まちづくりプラットフォームの考える、陸前高田のこれからのまちのビジョン 

陸前高田市まちづくりプラットフォーム 

 

①  子ども・地域に向けた防災教育の徹底 

②  防災意識の徹底 

③  弱者の視点を取り入れた防災 

④  旅行者・訪問者など一時的に陸前高田に来る人の視点を取り入れた防災 
 

①  災害想定・対策 

②  弱者の視点を取り入れた防災 

③  旅行者・訪問者など一時的に陸前高田に来る人の視点を取り入れた防災 

 

①  近助の視点 

②  協働 

①  住民の移動手段の確保 

②  観光客の移動手段の確保 

 

①  まちなみの景観 

②  復興期の遺構保存・活用 

③  地域の魅力を高める 

 

①  弱者・ハンディキャップを持つ人・マイノリティな人たちにとっても暮らしやすいまち 

②  生活困窮者にとって暮らしやすいまち 

③  子どもの見守りの充実 

④  コミュニティ、ご近所づきあいの強化 

⑤  治安の良いまちまちづくり 

 

①マイノリティな人たちの特性を伝える ②普通に接してもらえる環境作り  

③「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりアクションプラン」の発信  

④子ども自身の安全に対しての意識改革 ⑤子ども自身が家族以外に相談できる環境づくり  

⑥高台移転・公営住宅入居後のコミュニティづくりをサポート ⑦自治会を単位としたお茶会の実施  

⑧自立再建した方々が新しい地区での生活に溶け込んでいくための動きサのポート ⑨地域行事への住民の参加促進  

⑩女性・片親世帯が働きやすい地域づくり ⑪学校・地域・家庭の安全に対する連携  

⑫家庭内での見守り意識の向上のための勉強会 ⑬親の安全に対する意識の向上、情報交換の場づくり(会議開催、公演開催) 

① 後継者不足解消 

 

①使われていない農機具(コンバインやトラクター)のシェアリングを導入し、農業を始めたい人に貸し出し、 

取り組むハードルを下げる 

②後々の定住に繋げるステップとして、短い期間で一次産業を体験できるインターンシップ的な取り組み 

③解決策・活用できる制度の紹介 

④専門家・コンサルタントとのマッチング 

津波災害の 

防災意識の徹底 

津波以外の災害の 

防災意識の徹底 

 

有事の際の連携 

公共交通手段の充実 

地域力の向上 

一次産業の活性化 

高田らしい 

まちデザイン 

CO2 排出量削減 

まちなみの清潔さ 

① エコエネルギーの導入 

 

 

① リサイクルの意識付け 

② 汚しにくい環境作り 

協働の絵が 

描かれている 

対等なパートナー

シップの構築 

① 協働の理解推進 

 
 
① 情報の共有と意見の反映 

② 地域の人材育成 

③ NPOの意思決定のプロセスへの参画 

①リーダーの養成 ②学童・保育所・部活・スポ少・地域への避難訓練実施  

③避難マニュル・避難所運営マニュアル・ハザードマップを地域に浸透させるために、内容をかみ砕いて住民に伝える  

④津波到達点への植樹 ⑤石碑の設置 ⑥各地区での取り組みや避難訓練の他地区への実施・拡散・ノウハウ普及  

⑦弱者・要介護者・要支援者の視点の入ったハザードマップの作成 ⑧子どもや親のハザードマップ作成からの参加を促す  

⑨ノーマライゼーションという言葉のいらないまち：弱者視点の意識づけ  

⑩サポートを要する人が、必要なサポートを受けられる、手を差し伸べられる仕組み  

⑪観光客、一時滞在者向けの避難看板設置 ⑫観光客、一時滞在者向けの避難情報発信 

 

①ハザードマップなど既存の対策への弱者などの視点を提案する ②ハザードマップなど既存の対策への弱者などの視点を追加する  

③まちづくりプラットフォームの災害時対応マニュアルをつくる ④津波以外の災害への対策を各団体が発信 ⑤防災マップ作成の提案  

⑥既存の想定（ハザードマップ）に当て込んだ防災マップ作成 ⑦弱者、要介護者、要支援者の視点の入ったハザードマップの作成  

⑧子どもや親のハザードマップ作成からの参加を促す ⑨ノーマライゼーションという言葉のいらないまち：弱者視点の意識づけ  

⑩サポートを要する人が、必要なサポートを受けられる、手を差し伸べられる仕組み  

⑪観光客、一時滞在者向けの避難看板設置 ⑫観光客、一時滞在者向けの避難情報発信 

 

①既存の NPO同士の緊急時協定を結ぶ ②団体の調整 

①コミュニティバスの運行 ②電気自動車のカーシェアリングを各地区コミセン等拠点に導入  

③住民の移動手段を兼ねた観光ガイド付き周遊バス(BRTが回らないところ重視)  

④各地区スポットを回る観光手段として、既存の手段(タクシー等)を活用したシステムづくり  

⑤住民の移動手段を兼ねた観光ガイド付き周遊バス 

 

①各町のカラー(特色)を決めるための WS開催 ②震災遺構の保存・利活用 ③復興まちづくり情報交流館と語り部の連携  

④祈念公園と NPOの連携(施設管理を NPOが担うなど) ⑤教育現場において地域のよさを学ぶ機会を設ける ⑥地域の魅力を発見・発信 

①高田に合っているものは何かを学ぶエコエネルギー勉強会開催 

 

①廃品回収 

②福祉分野と連携し、しょうがい者に清掃活動に参加してもらうことを通じた社会参加の機会提供 

③5/30日のゴミの日に市内一斉清掃を呼びかける 

④地域の動き、行事に合わせたごみ清掃活動 

⑤PFの企画としてのごみ清掃活動 

①地域づくり・まちづくりについて学べる場の提供、発信 

②各地域のよさを活かしたまちづくりを進めるための現状把握 

 

①地域の話し合いの場を作る 

②世帯単位ではなく、1人ひとりがそれぞれの立場で参加する 

③若者・子ども・高齢者の声を聞く ④地域同士のネットワーキング 

⑤コミ協や自治会活動のサポートをする ⑥学びの機会の提供 

⑦選択肢の中に NPOが入っている。行政・地域・NPOで構成されたまちづくりのワーキンググループが設置されている 

➊ 災害に強い安全なまちづくり 

➋ 快適で魅力のあるまちづくり 

➌ 市民の暮らしが安定したまちづくり 

➍ 活力あふれるまちづくり 

➎ 環境にやさしいまちづくり 

➏ 協働で築くまちづくり 


